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Changing Trends in Numbers of Students Applying to Various Kinds of
Universities and Colleges in Niigata Prefecture Over the Past 15 Years
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新潟青陵大学短期大学部研究報告　第46号（2016）
立大学の志願者数が増加している。女子は、公立大学の志願者数の割合が、男子よりさらに大きいた
め、大学分類別の志願者数の開きは小さく、国立、公立、私立の四年制大学と短期大学が志願者を分
け合うかたちになっている。
　･ 県外高校からの県内大学志願者は、半数以上が国立大学を目指し、公立大学と合わせると７割以上が
国公立大学を志望している。また、志願者数は社会情勢、経済状況、進学環境などの変化による影響
を受けやすく、特に女子はその傾向が顕著にみられる。
　県内高校からの県内大学への志願者数に頭打ちの兆候が見られる。このことは、志願者数が多い国公
立大学はともかく、私立大学においては、経営上の問題に直結する死活問題である。一方、公立大学の
新設によって公立大学の志願者数は増加し、受験者動向に大きな影響を与えている。県内高校、県外高
校別での公立大学志願者数は、現時点では県内高校志願者数が若干多いが、このまま推移すると１、２
年以内に逆転しそうである。私立大学が公立法人大学化される際によく言われることは、受験生の経済
的負担の軽減や地域の若者の流出を抑制し、地域の活性化に繋げるというものである。新潟県内の公立
大学の志願者動向の現状は、その趣旨に沿うものであるかどうか、十分な検証、検討が必要であろう。
いずれにしてもこのことは、今後、本県の大学教育の在り方を考える上で興味深い。
　今回、私立大学の現状の詳細については触れなかった。地方の大学教育を考える場合、それを支える
地方私立大学の現状を把握することは重要である。次回は新潟県内の私立大学の志願者動向について報
告する。
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